
 
地理第 3 問 
設問 A 
 図 3－1 は，ヨーロッパの主な国について輸出品構成と研究開発支出の割合をみたものである。 
(1) 図 3－1 の A～D は，オランダ，スイス，ノルウェー，ポーランドのいずれかである。A～D の国名を，

それぞれ A 一〇のように答えなさい。 
(2) イタリアでは，繊維製晶の割合が，他の国に比べ大きくなっている。とりわけイタリアの中・北部は，

1980 年代に「第 3 のイタリア」と呼ばれ，国際競争力のある繊維産地が形成されてきた。こうした地域で

は，繊維製品の生産にどのような特徴がみられたか，下の語群の中から適当な用語 2 つ以上を用いて 2 行以

内で述べなさい。語句は繰り返し用いてもよいが，使用した箇所には下線を引くこと。 
(3) スウェーデンやフィンランドといった北欧諸国では，GDP に占める研究開発支出の割合が高くなって

いる。その理由として考えられることを，下の語群の中から適当な用語 2 つ以上を用いて 2 行以内で述べな

さい。語句は繰り返し用いてもよいが，使用した箇所には下線を引くこと。 
語群 
外国人労働者 家族 教育 高度人材 集積 
人口 多国籍企業 中小企業 デザイン 分業 
 

 
図 3－1 ヨーロッパ主要国における輸出品構成(2010 年) 

 



【ヨーロッパの貿易品・格差縮小のための政策】 
● EU(欧州連合)の加盟国および域内経済統合に関する下記の問いに答えなさい。（３） 
問 1 表 1，表 2 の(a)(b)(c)(d)に該当する国の名前を挙げ，なぜそのように判断したのかをそれぞれについ

て説明しなさい。ただし，表 1 と表 2 の同じ記号は同じ国を示すものとする。(全体で 150 字以内) 
問 2 表 1 によれば，1990 年代に入ってから，一人あたり国民総生産の低い加盟国において EU の平均水準

との差が顕著に縮小している。そのような経済格差の縮小を，1990 年代前半における制度的変化の視

点から 100 字以内で説明しなさい。 
問 3 しかし，最近に至るまで EU 加盟国間には依然として大きな経済格差が残っている。格差を縮小する

ために EU がこれまで実施してきた主要な政策を挙げ，その政策の可能性と限界についてあなたの考え

を 150 字以内でまとめなさい。 
表 1 EU 加盟 15 力国の経済格差の推移 

(国民一人あたり国民総生産；EU 平均を 100 とする相対値) 

 
注：配列は 1998 年のランキング順位に基づくドイツの 1990 年までの数値は西独地域のみ 

 
表 2 EU 加盟国の主要貿易品目（1997 年） 

 
注：表中の計×は輸出ないし輸入金額の総計であり，表に示された上位 10 品目の合計金額を上回る。 

 
◆コメント◆ 
 イタリアのファッション産業を小規模経営と結びつけて論じさせるあたりは，完全に思考型の常識問題で

す。 



 
設問 B 
 表 3－1 は，EU の加盟国であるドイツ，フランス，スペインについて，2011 年時点での EU 域内相手と

EU 域外相手に分けた貿易額，および，各国の EU 域内相手と EU 域外相手を含めた輸出上位品目を示して

いる。なお，貿易収支はそれぞれの輸出と輸入の差額である。また，表 3－1 中の輸出上位品目は，図 3－1
の輸出品目構成とは分類が異なる。 
(1) スペインとフランスはいずれも貿易収支が赤字であるが，フランスでは，その赤字の多くが EU 域内

との貿易で生じている。フランスの貿易で，EU 域内との貿易赤字が最も大きいのは機械類や輸送用機器で

あるが，これらも EU 域外との貿易収支は黒字となっている。こうした現象が起こる理由として考えられる

ことを，2 行以内で述べなさい。 
(2) スペインには，世界的に知られている自動車のブランドが見られないのに，自動車が輸出第 1 位とな

っている。その理由を，スペイン国内外の状況にふれながら，3 行以内で述べなさい。 
(3) 表 3－2 は，EU 全体から見た貿易収支が大きな赤字となっている EU 域外の相手国を示している。そ

れぞれの相手国で，EU が貿易赤字を抱える理由が，どう異なっているのかを，2 行以内で述べなさい。 
 

表 3－1 

 
Eurostat および通商白書 2012 年による。 

 
表 3－2 

 
Eurostat による。 

 
【EU 統合と域内貿易・域外貿易・賃金状況・アジアの脅威】 
★ 第１問 図は欧州，北米，南米，東アジアの４地域について，「域外輸入結合比率」と「域内輸入比率」

の推移を表示したものである。次の説明を読み，以下の問に答えよ。（夏） 
 
 「域外輸入結合比率」は輸入面での域外との結び付きの強さを表す指標であり，「域内輸入比率」は輸入

面での域内の結び付きの強さを表す指標である。それぞれの指標は，例えば欧州を例に取り上げると，次の

ように定義されている。 
 
域外輸入結合比率（％）： 

（欧州諸国の総輸出額に占める欧州以外の諸国からの輸入額の比率）÷ 
（全世界の輸出額に占める欧州以外の諸国の輸出額の比率） 

 
域内輸入比率（％）：（欧州諸国による欧州諸国からの輸入額）÷（欧州諸国の総輸入額） 
 
 この図によれば，両指標の推移は各地域でそれぞれ異なっている。欧州と東アジア地域を比較して，域外

輸入結合比率と域内輸入比率の変化がそれぞれの地域の貿易構造のどのような変化を意味しているのか，ま

たそのような貿易構造の変化をもたらした理由としてどのような原因が考えられるか。14 行以内でできる



だけ具体的に説明せよ。 
 

 
 
【ヨーロッパの域内貿易優先政策】 
★ ヨーロッパ諸国の国際関係は，三つの主要な共通の政策によって互恵的に発展してきている。その一つ

は共通通貨政策であるが残る二つの主要な共通政策は何か。合わせて７行以内で具体的に説明せよ。（３） 
 
◆コメント◆ 
 第 2 問 B と似たテーマで，今年は EU 重視が打ち出されています。 
 
◆全体コメント◆ 
 ますます知識不要で，思考型の面白い出題となっています。といっても，常識的な知識は必要なのと，そ

れを使えるかどうかはまた別の素質になるので，そのあたりに焦点を当てた対策が望まれます。 
 
 


